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禁忌（次の患者には投与しないこと）
本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者
有鉤囊虫（条虫）症患者［寄生部位によっては、
死滅虫体により回復困難な病変（失語症、片麻
痺、脳梗塞等の中枢神経障害、眼障害等）を引
き起こすことがある。］
リファンピシンを投与中の患者［10.1 参照］

組成・性状
組成

販売名 ビルトリシド錠600mg
有効成分 1錠中プラジカンテル600mg含有

添加剤

トウモロコシデンプン、結晶セルロース、ポ
ビドン、ラウリル硫酸ナトリウム、ステアリ
ン酸マグネシウム、ヒプロメロース、マクロ
ゴール4000、酸化チタン

製剤の性状
販売名 ビルトリシド錠600mg
剤形 長円形のフィルムコーティング錠（割線あり）
色調 白色～橙色を帯びた白色
外形
長径 22.2mm
短径 8.2mm
厚さ 6.4mm
質量 912.0mg

識別コード

効能又は効果
肝吸虫症
肺吸虫症
横川吸虫症

用法及び用量
〈肝吸虫症、肺吸虫症〉
プラジカンテルとして、1回20mg/kgを1日2回2日間経
口投与する。
〈横川吸虫症〉
プラジカンテルとして、1回20mg/kgを1日1～2回1日
経口投与する。

用法及び用量に関連する注意
1回投与量20mg/kgは、患者の体重に応じほぼ次の
錠数になる。本剤は1錠に3本の割線があり、プラジ
カンテル150mgを含有する4個の錠片に分割すること
ができ、投与量を患者の体重に応じて調整すること
ができるので、できるだけ正確な用量を投与すること。

体重（kg） 錠数 体重（kg） 錠数
20～26 3/4 57～63 2
27～33 1 64～70 21/4
34～41 11/4 71～78 21/2
42～48 11/2 79～86 23/4
49～56 13/4
高用量投与（50mg/kg）で、用量の増加率以上に血中
濃度が増加したとの報告があるので、用法・用量を
厳守すること。
1日2回投与の場合、昼食後及び夕食後に投与するこ
とが望ましい。投与間隔は少なくとも4時間以上と
すること。

重要な基本的注意
眠気があらわれることがあるので、自動車の運転、機
械の操作等危険を伴う作業に注意させること。

特定の背景を有する患者に関する注意
合併症・既往歴等のある患者
不整脈のある患者
不整脈を助長することがある。
腎機能障害患者
本剤の排泄が遅延する可能性がある。
肝機能障害患者
本剤の代謝が低下し、血中濃度が高くなる可能性が
ある。
妊婦
妊婦又は妊娠している可能性のある女性には投与し
ないことが望ましい。
授乳婦
治療上の有益性及び母乳栄養の有益性を考慮し、授
乳の継続又は中止を検討すること。
高齢者
患者の状態を観察しながら慎重に投与すること。一
般に生理機能が低下している。

相互作用
本剤は主にチトクロームP4503A4（CYP3A4）によって
代謝される。
併用禁忌（併用しないこと）
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

リファンピシン
（リファジン）
［2.3 参照］

本剤の血中濃度が約
100%低下することが
報告されている。

リファンピシンに
よ り 代 謝 酵 素
（CYP3A4）が誘導
され、本剤の代謝
が促進されるため
と考えられてい
る。
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2023年10月改訂（第 2版）
2023年 9 月改訂（第 1版）
＊ 日本標準商品分類番号

876429

承認番号 販売開始
22100AMX00735000 1989年 1 月

貯法：  室温保存
有効期間：  60ヵ月

吸虫駆除剤
プラジカンテル錠
処方箋医薬品注）

Biltricide tablets 600mg

D6注）  注意―医師等の処方箋により使用すること


